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Q32b NRO 銀河面サーベイプロジェクト: データ解析と評価 (1)
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我々は NRO 45m 鏡/FOREST 受信機による、銀河面 CO サーベイを推進している (梅本他,本年会)。本計画
では、12CO(1–0), 13CO(1–0), C18(1–0) を同時に取得し、角分解能約 15 秒角、速度分解能 1 km s−1 にて、合計
160 平方度の観測を目標としている。得られたデータはプロジェクト完了後 12 ヶ月で公開される予定である。
2013 年度シーズンは、2014/3/24–5/27 に合計 210 時間が割り当てられ、新受信機を用いた観測方法の最適化

や、得られる大容量データ解析手法の確立などの課題に着手しつつサーベイ観測を進めた。観測は 1 平方度毎に
分割された submap に対して OTF スキャン観測を実施した。解析は、まず、装置トラブル等の baddata をス
キャン単位で取り除き、submap 毎に baseline fitting を行い、その後、領域全体の merge と regrid を行った。
受信機に起因する大局的なベースラインのうねりやスプリアスがデータの一部に見られた事から、使用する速度
範囲は −50 – 100 km s−1 に制限している。また、ビーム間の受信機雑音温度の差が僅かながら scaning effect を
引き起こしており、今後、対策を行う余地がある。このデータは、Internal Release 1 (IR1) として 2014 年 6 月
にサーベイチーム内へ公開した。IR1 の観測領域は 32 平方度であり、到達ノイズレベルは TRMS ∼ 0.22 K (T ∗

A

スケール, 13CO 平均値) である。IR1 のデータを、FCRAO/GRS による 13CO サーベイと比較したところ、空
間構造/速度構造共に非常に良く再現しており、ノイズレベルの程度で強度が一致している事が確認できた。
本講演では、銀河面サーベイ IR1 データの観測/解析方法、データの品質評価結果などについて報告する。


